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非
常
事

態
 

一
通
事

故
多
発
 

全
国
各

地
で

は
毎
日
ど

こ
か
で
交
通
事
故
が
発

生
し

て
い
ま
す
。
 

交
通
事

故
で

死
亡
・
負
傷
と
な
れ
ば

悲
し

む
の
は
家
族
、

恋
人
、

友
人
、

知
人
 

ま
わ
り
の
人

み
ん
な
に
影
響
を
与
え

ま
す
。
 

県
内
も
例
外

に
も
れ

ず
、

過
去
十

年
間
最

悪
の
ペ

ー
ス
で

交
通
事

故
が

発
生
し
、

と
 

ど
ま
る
と
こ
ろ
を

知
り
ま

せ
ん
。
 

「
自
分
は
大
丈

夫
」
・
「ち
ょ
っ

と
そ
こ

ま
で

だ
か
ら
」
 
と
い
っ
た
過
信

や
油
断

か
ら
 

事
故
は
起

こ
り
ま
す
。

交
通
事

故
の
魔
の
手

は
あ
な

た
の
す
ぐ

そ
ば

に
あ
る
の
で

す
。
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平成5年 1 月～6月末までの交通事故発生状況 

-~ 
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

県
 
内
 

発生件数 582 546 530 546 723 671 

死 	者 4 8 13 11 17 21 

傷 	者 706 656 654 649 884 817 

金
 
木
 
町
 

発生件数 2 1 1 2 7 2 

死 	者 0 0 0 0 1 1 

傷 	者 2 1 1 5 11 1 

鵬
」
 

過
去
1
0年
間
で
 

最
悪
の
ペ
ー
ス
 

今
年
の
県
内
の
交
通
事
故
発
生

件
数
は
、
六
月
末
現
在
で
三
，
五

九
八
件
と
昨
年
を

一
〇
〇
件
以
上

も
上
回
る
ペ
ー
ス
で
起
き
て
い
ま

す
。
当
然
、
傷
者
、
死
者
も
昨
年

を
上
回
り
、
傷
者
四
，
三
六
六
人
、
 

死
者
七
四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
五
月
の
交
通
事
故
が
多

く
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
の
交
通
量
増
加
が
原
因
と
考

え
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け

て
も
交
通
量
が
増
加
す
る
た
め
事

故
発
生
が
多
く
な
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
 

広
域
農
道
で
の
 

事

故

多
発
 

金
木
町
で
の
事
故
発
生
状
況
も

五
月
に
は
七
件
と
多
く
、
負
傷
者

が
一

一
人
、
死
者
も

一
人
出
る
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
冬
は
雪
が
少
な
か
っ
た
せ
い

か
、
降
雪
期
の
事
故
は
さ
ほ
ど
多

く
な
か
っ
た
も
の
の
、
昨
年
秋
か

ら
開
通
し
た
広
域
農
道
の
影
響
で

こ
こ
に
き
て
俄
然
交
通
事
故
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
見
通
し
の
良
い

真
っ
直
ぐ
な
道
な
の
に
な
ぜ
事
故
 

(
 

が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ

と
し
た
気
の
緩
み
の
せ
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
 

七
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
は
夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
で

す
。
安
全
運
転
を
心
が
け
事
故
の

な
い
明
る
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

毎
月
一
日
は
交
通
安
全

家
庭
の
日
。

一
〇
日
、
一
一

〇
日
、
三
〇
日
は
県
民
交

通
安
全
の
日
で
す
。
 

農道は農耕車優先です 



交通量も増え事故も多くなった広域農道 

検挙件数と違反者の住居別 

~~ 平成 5 年 平成 4 年 増 

金 木 町 1 2 件 5 件 7 件 

中 里 町 20件 2 件 18件 

市 浦 村 2 件 0 件 2 件 

可、I自 本寸 7 件 0 件 7 件 

そ の 他 11件 4 件 7 件 

検挙総数 52 件 1 1件 41件 

飲
酒
運
転
違
反
 

県
内
で
ワ
ー
ス
ト
乍
 

免許人口千人当りに占める違反者数 

金木 警察 署 5'00人 

板柳 警察 署 4.35人 

大鰐 警 察 署 3'63人 

浪 岡 警 察 署 3.00人 

七 戸 警 察 署 2.65 人 

へ
 

へ
 

交
通
死
亡
事
故
の
増
加
の
第

一

原
因
に
飲
酒
運
転
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
五
月
を
「
飲
酒

運
転
取
締
り
強
化
月
間
」
 
に
指定

し
、
違
反
者
を
摘
発
し
た
結
果
、
 

不
本
意
に
も
金
木
署
管
内
が
違
反

者
数
五
十
二
件
を
数
え
、
免
許
人

口
千
人
に
対
す
る
違
反
者
が
五
人

で
県
内
の
ワ
ー
ス
ト
1
に
な
り
ま

し
た
。
 

五
月
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
例
年

に
な
い
花
見
客
で
賑
わ
っ
た
桜
祭

り
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
検
挙
件
 
 数

は
昨
年
を
何
と
四
十

一
件
も
上

回
る
五
十
二
件
と
他
管
内
を
圧
倒

的
に
引
き
離
す
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
 

金
木
署
で
は
こ
の
結
果
を
 

①
飲
酒
理
由
と
し
て
「付
き
合
い
」
 

「飲
み
た
く
て
」
 
が六
十
二
％
を

占
め
、
運
転
が
子
想
、
予
定
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
単
純
な

動
機
で
飲
酒
し
て
い
る
こ
と
か
ら

違
反
の
悪
質
性
、
危
険
性
を
認
識

し
て
い
な
い
。
 

②
飲
酒
場
所
は
 
「自
宅
」
 
「友
人
 
 宅

」
が
六
十
三
％
で
家
族
、
友
人

等
が
違
反
を
容
認
し
て
い
る
。
 

③
運
転
前
に
飲
ん
だ
酒
類
と
し
て

ア
ル
コ
ー
ル
分
の
低
い
 
「ビ
ー
ル

が
七
十
三
％
を
占
め
、
取
調
べ
に

対
し
て
も
「
酔
っ
て
い
な
け
れ
ば

い
い
と
思
っ
た
」
 
と
弁
解す
る
者

が
複
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
少
し

く
ら
い
な
ら
い
い
」
 
「酔
っ
て
い

な
け
れ
ば
い
い
」
 
と
いう
考
え
が

い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
。
 

と
分
析
し
 
「飲
酒
運
転
は
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
の
で
今
後
も
取
締

り
を
強
化
し
、
住
民
に
は
絶
対
飲

酒
運
転
し
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
き
た
い
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

交
通
事
故
、
特
に
飲
酒
し
て
か

ら
の
運
転
は
重
大
事
故
の
発
生
に

直
結
し
、
家
庭
破
壊
に
も
つ
な
が
 
 り

か
ね
ま
せ
ん
。
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
事
は
当
然
の
事
で
す
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
で
事
故
は

起
き
ま
す
。
自
分
で
い
く
ら
気
を

付
け
て
い
て
も
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
運
転
手

一
人
一
人
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
 

譲
り
合
い
の
精
神
で
、

マ
ナ
ー
を

守
り
、
地
域
ぐ
る
み
、
家
族
ぐ
る

み
で
交
通
事
故
を
な
く
し
た
い
も

の
で
す
。
 

八
安
全
運
転
五
則
V
 

①
安
全
速
度
を
必
ず
守
る
 

②
カ
ー
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
 

を
落
す
 

③
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
 

か
め
る
 

④
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
 

安
全
を
守
る
 

⑤
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
 

③ 広報かなぎ川川11111111 

マ
イ
 

「
こ
め
●
米
・
ロ
ー
ド
」
 

全
線
開
通
記
念

写
真
募
集
 

昭
和
四
十
九
年
か
ら
工
事
が
 
で

ギ
ャ
ビ
ネ
以
上
四
ッ
切

進
め
ら
れ
て
い
た
板
柳
ー
中
里
 
り

判
ま
で
。
ネ
ガ
添
付
の
 

間
の
広
域
農
道
が
全
線
開
通
し
、
 

こ
と
。
 

「
こ
め
・
米

・
ロ
ー
ド
」
 
と名
 
●
応
募
方
法
 

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

題
名
、
撮
影
場
所
、
年
月
、
 

全
線
開
通
を
記
念
し
「
こ
め
 
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
 

・

米

・
ロ
ー
ド
」
全
線
開
通
記
 

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
 

念
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

明
記
し
役
場
産
業
課
土
地
 

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
 

改
良
係
ま
で
公
5
3
1
2
 

●

テ
ー
マ
 

1
1
1
内
線
2
6
0
番

農
村
の
風
景
 

●
締
切
り
 

●

作
品
の
内
容
 
八

月
三
十

一
日
ま
で
 

北
五
地
方
で
撮
影
の
未
発
 

最
優
秀
賞

1
点
、
優
秀
賞
 

表
の
自
作
品
 

2
点
、
入
選

7
点
に
選
ば
れ
 

●

応
募
規
定
 
る
と

豪
華
商
品
が
も
ら
え
ま

作
品
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
  

す
。
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根強い太宰人気 
第45回桜桃忌 

ン／し敏 

文学碑に献花する田中町長 

遠
く
は
福
岡
県
を

は
じ
め
関
東
方

面
な
ど
県
内
外
か
ら
二
〇
〇
名
を

越
す
太
宰
フ
ァ

ン
が
訪
れ
、
文
学

碑
に
献
花
し

て
太
宰
を
し

の
び
ま

し
た
。
 

献
花
に
先
立
ち
、
太
宰
の
長
女

津
島
園
子
さ
ん
が
「
斜
陽
」
 
「津

軽
」
 
な
どの
初
版
本

の
復
刻
版
三

十
一
冊
を
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
田
中
町
長
が
 
「第
四
十

五
回
桜
桃
忌

に
県
内
外
か
ら
ご
足

労
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
根
強

い
太
宰
人
気
に

応
え
ら

れ
る
よ
う
町
と
し

て
も
最

善
の
努
力
を

い
た
し
ま
す
い
と
挨

拶
。
続
い
て
園

子
さ
ん
が
 
「太
宰

文
学
を
永
遠
に
残
す
に
は
資
料
の

充
実
が
課
題
で
す
。
今
日
贈
っ
た

初
版
復
刻
本
は
、
 一
人
で
も
多
く

の
方
々
に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
半
世
紀
近
く
た
っ
た
今
 
 で

も
こ
う
し

て
大
勢
の
方
々
に
集

ま
っ
て
も
ら
っ

て
父
も
喜
ん
で

い

る
と
思
い
ま
す
己

と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
 

文
学
碑
に
は
最
初
に
名
川
町
の

さ
く
ら
ん
ぽ
娘
三
人
に
よ
り
さ
く

ら
ん
ぼ
が
捧
げ
ら
れ
、
園
子
さ
ん

は
じ
め
多
く
の
フ
ァ
ン
が
次
々
に

献
花
し
ま
し
た
。
 

公
園
内
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は

三
味
線
教
室
の
生
徒
が
津
軽
三
味

線
の
演
奏
を
披
露
。
大
き
な
拍
手

を
浴
び

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
中
央
公
民
館
で
は
東
奥

日
報
連
載
の
 
「生
く
る
こ
と
に
も

心
せ
き
小
説
太

宰
治
」
で
お
馴
染

み
の
野
原

一
夫
氏
が
「
青
春

の
文

学
」
と
題
し
て
講
演
。
斜
陽
館
で

は
 
「太
宰
を
し

の
ぶ
会
」
が
行
わ

れ
、
集
ま
っ

た
フ
ァ
ン
は
そ
れ
ぞ

れ
に
太
宰
の
思
い
を
語
り
合
っ

て

い
ま
し
た
。
 

▲お礼の言葉を述べる園子さん 

▼初版復刻本に見入る太宰フアン 

六
月
十
九

日
は
金
木
町
が
生
ん

だ
作
家
「
太
宰
治
」
 
の
命日
。
東

京
、
多
摩
川
上
水
に
身
を
投
げ
て

か
ら
四
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

今
年
も
太
宰
が

幼
少
の
頃
こ
よ
な

く
愛
し
た
芦
野
公
園
登
仙
岬
で
 
「
 

第
四
十

五
回
桜
桃
忌
」
が
行
わ
れ
、
 

講演する野原一夫氏 

津軽三味線の音は公園中に響きわたりまレた 



主唱通産省 電気使用安全月間 

8月1日ト31日 

「電気の安全」 
あなたとわたしの愛ことば（財）東北電気保安協会 

良い電気設備で

安全に 

正しく使って

明るい暮らし 

を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

大量のゴミに思わずー休み（老人クラブ） 

公園内にも大量のゴミが・…（日赤奉仕団） 

(
 

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ソ
大
会
に

m
人
 

今
年
で
十
回
目
を
迎
え
た
「
町

民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
 
は
、昨

年
を
上
回
る
二

一
三
人
が
参
加
し

金
木
高
等
学
校
を
発
着
点
と
し
て

行
わ
れ
、
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受

け
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
小
学
校
低
学
年
が
陸

上
ト
ラ
ッ
ク
で
、
高
学
年
か
ら
は

町
内
に
出
て
の
路
上
の
コ
ー
ス
で

順
次
行
わ
れ
、
応
援
に
か
け
つ
け

た
父
母
ら
の
声
援
を
受
け
力
走
し
 
 

ま
し
た
。
 一
般
の
部

で
は
、今
年
が
第
一
回

目
と
な
る
 
「青
森
県

民
駅
伝
競
争
大
会
」
 

の
選
手
選
考
会
も
兼

ね
て
い
る
と
あ
っ
て

気
合
の
入
っ
た
走
り

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
出
場
選
手

中
最
高
齢
の
成
田
亀

逸
さ
ん
（
7
6オ
）
も

自
慢
の
走
り
を
披
露
。
 

無
事
完
走
し
、
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
。
 

⑥
小
学
校
低
学
年

（
男子
）
1
姉

一
位
 
桑
田
 
祐
輔
（
金
木
小
）
 

二
位
 
佐
藤
 
弘
行
（
嘉
瀬小
）
 

三
位
 
荒
井
 
達
哉
（
川
倉
小
）
 

⑥
小
学
校
低
学
年
（
女
子
）
1
』
 

一
位
 
中
谷
 
香
織
（
川
倉小
）
 

二
位
 
田
中
 
珠
季
（
嘉
瀬
小
）
 

三
位
白
川
ま
り
子
（
喜良
市
小
）
 

⑥
小
学
校
高
学
年

（
男
子
）
2
面

一
位
 
斉
藤
 
友
道
（
嘉
瀬
小
）
 
 

二
位
 
伊
藤
 
オ
騎
（
嘉
瀬
小
）
 

三
位
 
松
川
 
剛
大
（
嘉
瀬小
）
 

＠
小
学
校
高
学
年
（
女
子
）
2
』
 

一
位
 
小
山
内
良
恵
（
金
木小
）
 

ク
ラ
ブ
連
合
会

（
会長
廿
木
村
不

二
男
）
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
事

業
の

一
環
と
し
て
町
内
の
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。
 

清
掃
は
、
町
内
の
主
要
道
路
に

沿
っ
て
行
わ
れ
、
投
げ
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
や
紙
ク
ズ
な
ど
を
拾
い

集
め
ま
し
た
。
 

ま
た
、
金
木
町
日
赤
奉
仕
団

（
 

会
長
廿
福
山
初
枝
）
で
も
二
十
六

日
、
国
道
沿
い
と
公
園
内
の
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
 

花
見
前
に
一
斉
清
掃
さ
れ
て
か
 

三
位
 
今
 
正
幸
（
金
木南
中
）
 

⑨
中
学
校
（
女
子
）
3
』
 

一
位
 
工
藤
 
千
夏
（
金
木中
）
 

ニ
位
 
櫛
引
 
咲
子
（
金
木中
）
 

三
位
 
佐
野
 
仁
美
（
金
木
中
）
 

＠
高
校
・

一
般

（
男
子
）
5
面

一
位
 
斉
藤
 
祐
幾

（
嘉
瀬
）
 

ニ
位
 
大
橋
 
秀
樹

（
青
森
）
 

に
減
ら
ず
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
日
赤
 

⑤ 広報かなぎ mmmHHHI・ I 

号砲とともに一斉にスター 

二
位
 
津
田
奈
央
子
（
嘉
瀬小
）
 

三
位
 
鳴
海
 
隆
弘

（
金
木
）
 

三
位
 
神
島
 
美
穂
（
嘉
瀬小
）
 
⑨
高
校
・

一
般
（
女
子
）
2
面
 

＠
中
学
校

（
男子
）
4
血
 

一
位
 
田
中
美
由
紀

（
金
木
）
 

一
位
 
奈
良
岳
薫
（
金
木南
中
）
 
二
位
 

中
谷
す
み
子
（
川
倉
）
 

二
位
 
伊
藤
春
樹
（
金木
南
中
）
 

三
位
 
渡
辺
陸
奥
子

（川
倉
）
 

町
を
き
れ
い
に
 

各
地
で
ゴ
ミ
拾
い
 

六
月
二
十
四
日
、
金
木
町
老
人
 
ら
約
ニ
力
月
。
ポ
イ
捨
て
は
未
だ
 
奉
仕
団
共
に
ゴ
ミ
袋

一
杯
に
ゴ
ミ
 



神
明
町
の
田
中
豊
忠
・
光
子
夫

妻
が
献
血
三
七
五
回
を
数

え
、
も

う
す
ぐ

四
〇
〇
回
に

な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
 

ニ
十
代
の
頃
、
会
社
で
貧
血
に

よ
り
倒
れ
た
人

が
い
て
、
そ
の
人

に
輸
血
し
て
あ
げ
た
の
を
き
っ
か

け
に
献
血
を
は
じ
め
た
豊
忠
さ
ん

が
二
八
三
回
。
父
親
が
輸
血

を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
時

に
苦
労
し
た
こ
と
や
、
だ
ん
な
の

影
響
を
受
け
献
血
を

は
じ
め
た
光

子
さ
ん
が
九
二
回
。
県
内
で
も
三

〇
〇
回
達
成
や
、
女
性
で

一
〇
〇
 

回
を
達
成
し

た
人
は
数
少
な
く
、
 

夫
婦
揃
っ
て
四
〇
〇
回
と
い
う
の

は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。
 

六
月
七
日

に
保
健
セ
ン
タ

ー
で

出
張
採
血
と
し

て
初
め
て
行
わ
れ

た
血
小
板
成

分
献
血
に
も
二
人
揃

っ
て
訪
れ
ま
し
た
。
 

以
前
は
全

血
採
血
し
か
な
か
っ

た
け
ど
成
分
献
血
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
時
間
は
か
か
る
け

ど
楽
で

い
い
と
も
っ
ぱ
ら
成
分
献

血
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

今
で
は
献
血
が
趣
味
？

と
い
う

ほ
ど
献
血
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
 

身
体
が
統
く
限
り
頑
張
り
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

も
つ
す
ぐ
夫
婦
で
抑
回
 

夫婦そろって仲良く献血 

献血方法別の採血基準 

\\ 

成 分 献 血 全 	i0i. 	献 	I血 

血業成分献血 血小板成分献血 200戒献血 400戒献血 

1 回献血量 3Othn-6OOui（体重別） 40 O戒以内 20 0戒 400 Ill 

年 	齢 I 8 歳-6 4歳 18歳～ 54 歳 16歳～ 64 歳 1 8i-'-6 4 歳 

体 	重 男性45嘱以上 女性40k g以上 男女とも50kg以上 

年間献血回数 
24回以内（但し血小板成分献血

は 1回を 2 回分に換算する） 

男性 6 回以内

女性 4 回以内 

男性 3 回以内

女性 2 回以内 

こ
れ
か
ら
は
 

成
分
献
血
の
時
代
 

献
血
の
種
類
は
、
血
液
全
部
を

抜
き
取
る
全
血
採
血

（
ニ
〇
〇
戒

四
〇
〇
戒
）

と
必
要
な
成
分
だ
け

を
抜
き
取
る
成
分
献
血

（
血
小
板

成
分
献
血
、
血
奨
成
分
献

血
）
の

四
種
類
が
あ
り
、
普
通
献
血
と
い

え
ば
二
〇
〇
戒
全
血
献
血
の

こ
と

で
す
が
、
年
々
成
分
献
血
を
す
る

人
が
増
え
て

い
ま
す
。
 

現
代
の
医
学
で
は
赤
血
球
、

血

葉
、
血
小
板
な
ど
の
成
分
を
輸

血

す
る
 
「成
分
輸
血
」
 
が主
流
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
 一
人
の

献
血
者

か
ら
複
数
の
患
者
さ
ん
に

使
う
こ
と
が
で

き
、
し
か
も
必
要

な
成
分
だ
け
を
輸
血
す
る
こ
と
で

副
作
用
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
 

ま
た
、
現
代
の
医
学
で
欠
か
す
 
 こ

と
の
で
き
な
い
血
奨
分
画
製
剤

を
製
造
す
る
に
は
、
多
量
に
血
葉

を
必
要
と
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
血

奨
、
血
小
板
な
ど

必
要
性
の
高
い

血
液
成
分
だ
け
献
血
す
る
成

分
献

血
は
非
常
に
効
果
的
と
い
え
ま
す
。
 

全
血
採
血
は
十
五
分
ー
二
十
分

で
終
わ
り
ま
す
が
、
成
分
献
血
は

四
十
ー
五
十
分
と
時
間
を
要
す
る

の
が
難
点
で
す
が
、
実
際
や
っ
て

み
れ
ば
成
分
献
血
の
方
が
楽
な
よ

う
で
す
。
 

こ
の
ほ
ど
中
央
公
民
館
で
、
西

北
五
郎
H
友
の
会

（
会
長
廿
鈴
木

哲
雄
）
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

助
H
友
の
会

は
、
郎
日
因
子
者

相
互
の
理
解
を
深

め
、
安
全
な
輸

血
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
 
 

と
し
、
助
日
因
子
者
が
輸
血
を
必

要
と
し
た
と
き
の
供
血
や
献
血
思

想
の
普
及
徹

底
を
主
な
事
業

と
し

て
い
ま
す
。
 

総
会
で
は
、
会
員
四
十
七
人
が

参
加
し
平
成
四
年
度
の
事
業

実
績
、
 

収
支
決
算
報
告
や
平
成
五
年
度
の

事
業
計
画
、

収
支
予
算

（
案
）
に

つ
い
て
討
議
さ
れ
、
最
後
に
皆
さ

ん
と
協
力
し
合
い

友
の
会
を
発

展

さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
確
認
し

あ
っ
て
い
ま
し
た
。
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こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
毎
年
血
 

誰
か
の
た
め
に
献
血
し
て
お
き
た

液
が
不
足
し
ま
す
。
自
分
で
万
が
 

い
も
の
で
す
。
ど
こ
か
で
誰
か
が
 

ー
の
と
き
に
お
世
話
に
な
ら
な
い
 

あ
な
た
の
『
健
康
』
を
必
要
と
し

と
も
限
り
ま
せ
ん
。
健
康
な
時

に
 
て
い

ま
す
。
 

肋
H
の
友
の
輪
広
げ
よ
う
 

総会であいさつに立っ鳴海収入役 



金木町育苗組合 

側条施肥移植栽培試験実施 

ドウダンツツジ植樹 

環境月間 

⑦ 広報かなぎ川m目HI 

今義光さん 

「シャクナゲ」寄贈 

青森銀行従業員組合 

防犯灯寄贈 

試験田と組合員の皆さん ワイワイ楽しみながら植樹する養寿会の皆さん 

へ
 

(
 

こ
の
ほ
ど
、
金
木
町
育
苗
組
合
 

（
組
合長
廿
小
山
内
義
美
）
で
、
 

側
条
施
肥
移
植
栽
培
の
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
 

金
木
町
育
苗
組
合
は
、
良
質
米
 
 の

生
産
と
栽
培
技
術
の
習
得
の
た

め
昭
和
四
十
四
年
に
設
立
さ
れ
、
 

現
在
二
五
〇
名
の
組
合
員
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
試
験
田
は
側
条
施
肥
移

植
方
法
で
田
植
を
し
ま
し
た
。
従

来
肥
料
は
田
植
前
に
施
肥
す
る
の

が
普
通
で
、
こ
の
方
法
は
田
植
え

機
械
に
液
肥
を
入
れ
た
肥
料
散
布

機
を
取
付
け
し
、
田
植
と
同
時
に

施
肥
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
作

業
時
間
の
省
力
化
を
図
る
も
の
で

す
。
 

こ
の
方
法
が
実
用
化
す
れ
ば
施

肥
に
か
か
る
時
間
、
労
働
力
が
省

力
化
さ
れ
る
た
め
、
大
い
に
期
待

さ
れ
る
方
法
で
す
。
 

さ
る
六
月
二
十
三
日
、
環
境
月

間
の
一
環
と
し
て
 
「み
ど
り
」
の

大
切
さ
の
認
識
を
高
め
る
た
め
、
 

「ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
」
 
二百
本
を

斎
場
花
壇
に
植
樹
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
植
樹
し
た
の
は
、
養
寿

会

（
会長
廿
木
村
不
二
男
）
の
皆

さ
ん
十
五
名
。
ク
ワ
や
ス
コ
ッ
プ

を
手
に
一
本

一
本
心
を
込
め
植
え

ま
し
た
。
 

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
は
、
春
に
は

白
い
花
、
秋
に
は
紅
葉
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

金
木
町
出
身
で
弘
前
市
在
住
の

今
義
光
さ
ん
が
樹
齢
三
十
年
の
「
 

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
を
寄
贈
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
 

今
さ
ん
は
、
家
の
新
築
で
長
年
 

六
月
二
十
二
日
、
青
森
銀
行
従

業
員
組
合
執
行
委
員
長
工
藤
寛
さ

ん
、
青
森
銀
行
金
木
支
店
長
町
屋
 
 育

て
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
移
植
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
こ
の
際

故
郷
に
寄
贈
し
て
町
民
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
町
に
寄

贈
し
た
も
の
で
す
。
 

ゲ
 
町
で

は
さ
っ
そ

ナ
 く
芦
野
公
園
内
ふ
 

鵬
 

加
時
計

そ
ば
に
移
植

事
し

ま
し
た
。
来
年

硯
 
の
春
に
は
き
れ
い

昨
な
花
が

咲
き
誇
る

趨
 
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
楽

樹

し
め
ま
す
o
 

義
勝
さ
ん
ら
四
人
が
役
場
を
訪
れ

防
犯
灯
五
基
を
寄
贈
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
 

青
森
銀
行
従
業
員
組
合
は
、
組

合
結
成
十
五
周
年
（
昭
和
五
十
五

年
）
を
契
機
に
一
地
域
社
会
に
感

謝
の
心
を
”
と
い
う
趣
旨
で
、
従

業
員
か
ら
募
金
を
集
め
 
「あ
り
が

と
う
運
動
」
を
展
開
。
県
内
各
市

町
村
や
福
祉
施
設
に
防
犯
灯
な
ど

を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
 

寄
贈
を
受
け
た
田
中
町
長
は
「
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
い
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

田中町長に目録を手渡すエ藤委員長 



食

生
活
改

善
で

交

流
 

ヘ
ル
シ

ー
メ
ニ
ュー
で
お
馴
染
み

に
な
っ
た
食
生
活
改
善
推
進
員
の

皆
さ
ん
の
活
躍
ぶ
り
を
参
考
に
し
 

⑨
 

寒いときには125cc 
カップ・ゼリ- 	125g 
熱湯 	 500cc 
作り方 

①鍋を火にかけ分量の水と、かん天

クック、砂糖を入れ、かきまぜな

がら沸騰させる。 

②①の火を止め、冷えた牛乳を入れ

て形に流して固める。 

③ゼリーを熱湯でかきまぜて形に半

分入れ、②の牛乳かんをサイコロ

大に切り、ゼリーの所々に入れて

冷ます。 

④冷えたところできれいに切って出

来上がリ。 

』
 

包
 

●ゼリーの牛乳かん入れ

材 料（ 5 人分） 

かん天クック 	2g 

よ
う
と
、
黒
石
市
の
食
生
活
改
善

推
進
貝
の
方
々
が
町
を
訪
れ
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
が
発

足
し
た
の
は
平
成
二
年
。
以
来
、
 

会
長
の
青
山
ユ
キ
さ
ん
が
県
の
食

生
活
改
善
推
進
員
の
会
長
に
就
任

し
た
こ
と
も
あ
り
、
活
発
に
活
動

を
展
開
。
今
で
は
県
の
リ
ー
ダ

ー
 

的
存
在
に
成
長
し
、
活
動
の
方
法

な
ど
を
勉
強
に
来
る
グ
ル
ー
プ
が

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
 

今
回
も
黒
石
市
の
食
生
活
改
善

推
進
員
の
皆
さ
ん
が
、
活
動
方
法

や
健
康
食
の
作
り
方
等
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。
 

みんなでヘルシーメニューを試食 

2g 
250g 
25 g 
lOOc.c 

糖
乳

水

砂

牛
 

食
生
活
改
善
 

推
進
員
の
 

藤
元
 

雪
江

さ
ん
 

今回は夏の暑いときに最適な料理で

す。皆さんもどうぞお試し下さい。 

●野菜のごま酢あえ

材 料（ 4 人分） 

袋もやし 	 15c 
人参 	 3OI 
ピーマン 	 3OI 

150 g 
30 g 
30g 

油揚げ 	 1枚 

白ごま 	20g 
合 砂糖 	大サジ 2 
せ 酢 	 大サジ 1 
酢 だし汁 	大サジ 2 

塩 	 小サジ1弱 

作り方 

①人参、ピーマンは千切りにし、も

やしと一緒に熱湯に入れ、サッと

ゆでる。 

②油揚げは湯どうしをして縦ニツ割

にし短冊に切る。 

③ごまを煎り、すり鉢ですり、調味

料を入れて合せ酢を作り①、②を

混ぜ合せて出来上がり。 

'
 

Aロ
 せ
 

枚
 
g
 

1
2
0
 

凡喝準 o2rSc 。 。
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国
民
年
金
情
報
 

学
生

の
み

な
さ
ん

保
険
料
 

の
免
除

制
度
が

あ
り

ま
す
 

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場

合
、
申
請
し
て
所
得
が

一
定
の
基

準
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の
納

付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
リ
ま
す
。
 

こ
の
免
除
制
度
は
学
生
の
加
入

者
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
 一
般

的
に
学
生
は
収
入
が
な
く
、
学
費

や
生
活
費
を
親
元
に
頼
っ
て
い
て

保
険
料
の
負
担
能
力
に
乏
し
い
こ

と
、
ま
た
、
親
元
な
ど
の
負
担
が

過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
学
生

用
の
保
険
料
免
除
基
準
が
定
め
ら

れ
、
 一
般
の
申
請
免
除
よ
り
基
準

が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

免
除
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
 

親
と
の
同
居
、
別
居
、
大
学
な
ど

の
形
態

（
国
公立
・
私
立
）
の
別

親
元
が
抱
え
る
学
生
の
数
な
ど
を

考
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

申
請
し
た
月
の
前
月
分
か
ら
免

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
お

早
め
に
。
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り イ ズ 

   

一
 

正解者の中から抽選で 3 名様に素敵

な記念品を差し上げます。どんどん応 

へ
 

金
木
病
院
カ
ル
テ

⑩
 

平
成

四
年
度
検
診

の
ま
と
め
 

【
甲状
腺看
環鴇

ぎ
 

〇
一
人

（
二
八
・
八
％
）
と
な
っ

て
お
り
、
受
診
率
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
初
め
て
受
診
す
る
人
は

平
成
三
年
度
に
比
べ
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
受
診
状
況
が
町

民
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
 

表
2
は
、
検
診
の
結
果
、
精
密

検
査
を
要
す
る
人
数
（
要
精
検
者
）
 

と
、
実
際
に
精
密
検
査
を
受
け
た

人
数
を
示
し
た
も
の
で
す
。
 

要
精
検
者
三
十
名
に
対
し
、
実

際
に
受
け
た
人
が
ニ
十
九
名
で
精

密
検
査
の
受
診
率
は
九
六
・
七
％

と
殆
ど
の
人
が
当
院
で
精
密
検
査

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
 

検
診
で
何
か
ひ
っ
か
か
る
と
こ
 

わ
い
と
思
う
人
も
い
る
様
で
す
が
、
 

無
症
状
の
う
ち
に
、
検
診
で
見
つ
 

か
っ
た
ら
も
う
け
も
の
と
思
い
、
 

是
非
受
け
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

今
年
か
ら
は

一
日
で
基
本
健
診
、
 

内
科
検
診
、
胃
ガ
ン
検
診
と
で
き
 

る
わ
け
で
す
か
ら
、
 一
年
の
た
っ
 

た

一
日
を
自
分
の
健
康
を
見
つ
め
 

る
日
と
思
い
、
有
効
に
利
用
し
て
 

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

検
診
日
に
時
間
が
と
れ
な
い
人
 

は
、
当
院
で
は
入
院
し
な
く
て
も
 

で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
も
行
な
っ
て
 

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
下
 

さ
い
。
何
ら
か
の
形
で

一
年
に
】
 

回
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て
 

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

〔
乙
 

表
 、× 

要精検者数 

( 	）は率 

精密検査を受け 

た人数（）は率 

甲 状 腺 8人 	（0.8%) 7人 	（87.5%) 

手L 	l泉 4人 	（0.4%) 4人 	（100%) 

胆 石 症 18人 	（1.8%) 18人 	（100%) 

合 	計 30人 	（3.0%) 29人 	（96.7%) 

へ
 

広報かなぎ川川'I'll""' 

表 1 

対象者数 受診者数 初受診者数 

平成 3 年度 3,125人 901人 135人 

平成 4 年度 3I 095人 1,005人 108人 

受 診 率 初受診率 

平成 3 年度 28.8% 15.0% 

平成 4 年度 32.5% 10.7% 

こ
ん
に
ち
は
。
も
う
す
で
に
六

月
下
旬
か
ら
今
年
度
の
検
診
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

は
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が
昨
年
 

度
の
検
診
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
 

表

1
の
と
お
り
、
平
成
四
年
度

の
甲
状
腺
、
乳
腺
、
胆
石
症
検
診

の
対
象
者
は
、
三
十
歳
以
上
の
女

性
で
金
木
町
全
体
で
は
、
三
、
〇

九
五
人
中

一
、
〇
〇
五
人

（
三
一
一
 

・

五
％
）
が
受
診
し
ま
し
た
。
平

成
三
年
度
は
三
、
 一
二
五
人
中
九
 

~ このクイズは金木町にちなんだ施設、 

~名称、文化財などを再発見してもらお 

~ うと問題にしたものです。 

~ Q ・第 2 回登山会では雨のため途中下 

I 山を余儀なくされました。登山でもお
なじみの金木町で一番高い山の名称は

何でしょう。 

I 募して下さい。 

~ 応募方法  
~ハガギに住所、氏名、年齢、職業、電 

~話番号を記入のつえ 
~①クイズの答②今月号のよかった記事 

i ③つ声らなカ、った記事④ご意見‘ご感 

i 些を記入のつえ 
~ m037-02 
~ 金木町大字金木字朝日山323 
~ 金木町役場企画室 

~ までご応募下さい。  

~応募の締切は 8 月 5 日当日消印有効。 

i 当選者の発表は 8 月号に掲載します。 

~ 6月号の答 田植え 
~厳選なる抽選の結果、当選者は次の 3 
~名で’す。 
I 金 木 中 野 喜美子さん 

~ 金 木 野 宮 千夏子さん 

~ 金 木 加 藤 千 枝さん 
~ たくさんのご応募、貴重なご意見有 

~難うございます。今回当選しなかった 

~方もこれにめげずどしどしご応募くだ 

Lミ！と一ー一ー．一，ー一一，ーソーノ 
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新郎松谷 清幸さん（中里町） 

新婦田中 千晴さん（蒔 田） 

（
実

）
嘉
 
瀬
 

（
幸
喜
）
金
 
木
 

露
？
？
一
鍵”
諸
 

（
毛
内
 
寛
文

（
英
文
）
嘉
 
瀬
 

「
秋
元
ゆ
か
り
（
年
一
）
神
 
原
 

爵

和
踊一
「「一
“
柳
 

羅
緋
『一
鍵
嚇
振
 

露
軸
一血
静一
畦
」
」
 

寵
美
壁
讐
が
柳
 

お
く
や
み
 

今
 
武

好

（7
7才
）
喜
良
市

白
 
川
 
芳

子

（4
1才
）
川
 
倉
 

津松原

島 谷 田 

礼捺宮

和望子 

島
 
礼

和

（
徹
）
金
 
本
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
小
野
 
光
雄
（
敏
光
）
中
里

町
 

「
工
藤
優
美
子

（
金光
）
藤
 

枝
 

、
白
川
 
伸
治

（
勝
衛
）
金
 
木
 

「
花
田
 
亮
子
（
松
義

）
嘉
 
瀬
 

（
工
藤
 
晋
也
（
俊
治

）
鶴
田
町
 

「
小
野
恵
利
子
（
良
格
）
喜
良
市
 

戸
籍
の
窓
 

6
月
届
出
分
 

お
め
で
と
う
 

目旧川広報かなぎ ⑩ 

亙4PPy Wedding 

この度めでたく 「かなぎ公民館ブライダル」 （企画・進行

行＝＝事務局 「金木町中央公民館」）によりカップルとな

られた若いおニ人をご紹介いたします。 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中

央
公
民
館

に
ご
相
談
下

さ
い
。
す
べ
て
事

務
局
が
手
配

い
た

し
ま
す
。
（T
E
L

5
31
3
5

8
1
)
 

ま
た
、
お
二
人

の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を

刺
し
ゆ
う
し
た

豪
華
桐
箱
入

ア
ル
バ

ム
の
記
念
品
等

々
た
く
さ
ん
の
特

典
が

あ
り
ま
す
。
 

●

か
谷
ぎ
公
民
館
 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
 

みやこ 

宮 子ちゃん 

5 月31日生まれ 
体重 	2, 818 g 
嘉瀬上派立 

原田 実さんの長女 
健康でだれからも愛され 
るようになってほしい 

（母恵里子より）  

のりかず 
礼 和ちゃん 

6 月12日生まれ 
体重 	2, 610 g 
金木南新町 

津島 徹さんの長男 
健康ですくすくと育って 
ほしい。 

（母弘 美より） 

は じめま して 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓

ロ
に
届
出

の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

6月末現在 

、 

前年同月比 

男 6,098人 △ 46人 

女 6,739人 △ 66人 

計 12,837人 △ 112人 

世帯数 3,874 
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